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iBR（intelligent Backup Rate）機能により、あらかじめ設定されたサポート呼吸回数を上
限値として、バックアップの呼吸回数を自動で調整します。
患者さんの自発呼吸がある場合は、バックアップの呼吸回数はサポート呼吸回数の 2/3 に設
定されます。患者さんの自発呼吸を検知できないと、バックアップの呼吸回数をサポート呼吸
回数の2/3 からサポート呼吸回数を最大値として徐々に増やしていきます。患者さんの自発呼
吸が検知されると、バックアップの呼吸回数は再びサポート呼吸回数の2/3 に戻ります。

呼吸回数［bpm］

自発呼吸あり 自発呼吸なし 自発呼吸あり

サポート呼吸回数 自発呼吸回数 バックアップ回数

サポート呼吸回数を15bpmに設定したときの例

あらかじめ設定された目標肺胞換気量を維持するように、患者さんの肺胞換気量を測定しな
がらサポート圧を 1 呼吸ごとに調整します。患者さんの肺胞換気量が低下すると、サポート圧
を増やし、逆に患者さんの肺胞換気量が目標肺胞換気量を上回った場合はサポート圧を減ら
します。

圧力

肺胞換気量

目標肺胞換気量

圧力の調整

呼吸回数の調整 

iVAPS モードは患者さんの肺胞換気量を測定しながら、サポート圧（PS）、バックアップの呼
吸回数を自動で調整します。
体重 30kg 以上の患者さんが対象です。

2.3 iVAPSモードについて
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